





































































































































































































































































































 2原題は『Läsning för barn』（1865）。
 3作家であると同時に詩人、ジャーナリストとしても知られるトペリウスは、哲学博
　士の取得（1844）後、高校の教師、ヘルシンキ大学教授（学長まで昇進）、晩年には、
　スウェーデンから褒章を受けている。
 4フィンランドのアンデルセンとも称されるトペリウスは、文学を通じての文化的ア
　イデンティティの形成を目指した民族運動にも尽力している。
 5フィンランド人の存在を際立たせた歴史小説の執筆により、トペリウスに対しては
　国民的歴史学者という評価が高まり、それが、大学におけるフィンランド史の教授
　研究等につながったと言われる。
 6実際には、「おはなし」を受ける側の園児が、未満児なのか３～５歳児なのかによっ
　ても、その発達的特徴や生活状況、個別的な文化的環境を考慮する必要がある。
 7スカンディナヴィア半島北部の北極圏内付近に居住する人々。
